
AP

令和7年度 春期

応用情報技術者試験

午後問題

試験時間 13:00 ~ 15:30 (2時間30分)

注意事項

1. 試験開始及び終了は、監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は、試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は、次の表に従って解答してください。

問題番号

選択方法

問1

必須

問2~問 11

4問選択

5. 答案用紙の記入に当たっては、次の指示に従ってください。

(1) B又は HB の黒鉛筆又はシャープペンシルを使用してくだ

さい。

(2) 受験番号欄に受験番号を、生年月日欄に受験票の生年月日

を記入してください。正しく記入されていない場合は、採点

されないことがあります。生年月日欄については、受験票の

生年月日を訂正した場合でも、訂正前の生年月日を記入して

ください。

(3) 選択した問題については、右の例に従って、選択欄の問題

番号を○印で囲んでください。○印がない場合は、採点され

ません。問2~問 11 について、5問以上○印で囲んだ場合は、

はじめの4問について採点します。

(4) 解答は、問題番号ごとに指定された枠内に記入してくださ

い。

(5) 解答は、丁寧な字ではっきりと書いてください。読みにく

い場合は、減点の対象になります。

[問3,問4,問6,

問8を選択した場合

の例】

須

4問選択

選択欄

問1

問2

問3

問4

問5

問6

問7

問8

問9

問10

問11

注意事項は問題冊子の裏表紙に続きます。
こちら側から裏返して、必ず読んでください。
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次の問2~問11については4問を選択し、答案用紙の選択欄の問題番号を○印で囲

んで解答してください。

なお、5問以上 印で囲んだ場合は、はじめの4問について採点します。

問2 企業の成長戦略に関する次の記述を読んで、設問に答えよ。

D 社は大手の化学品製造・販売会社である。創業初期はフィルムカメラで使用する

映像フィルムや医療診断で使用するX線フィルムなどのフィルム事業を展開していた。

20 数年前に情報記録方式がアナログからデジタルに変わるという事業環境の変化に

よってフィルム事業の売上高が激減した。事業の危機に直面したD社は、保有技術を

軸にして製品・サービス及び市場を抜本的に見直すことによって事業を拡張してき

た。

現在は、素材関連,映像関連及び医療関連の3事業分野の市場で様々な製品・サー

ビスを展開している。しかし、D 社の経営層は、今後の事業環境の変化に対応できる

かどうかを懸念していた。そこで、事業環境の変化によって生じる全社の事業リス

クに対応するために、更なる安定成長を目標とする中期事業計画を立案するよう経

営企画部のB課長に指示した。

[D 社の成長戦略の振返り]

B課長をリーダーとするチーム(以下,戦略策定チームという)は、まず過去20数

年間のD 社の成長戦略とその結果を振り返ることにした。D社では成長戦略を立案す

る際に、フレームワークとして図1に示す成長マトリクスを用いてきた。このマトリ

クスは、市場を縦軸に、製品・サービスを横軸にしてそれぞれの軸を既存と新規の

領域に分けた四つの象限の戦略から成る。図1において、振返りの開始時点における

既存市場をフィルムカメラ関連市場及び医療診断市場とし、既存製品・サービスを

映像フィルム及びX線フィルムとした。

製品・サービス

既存 新規

第1象限

市場浸透戦略

第2象限

製品開発戦略

第3象限 第4象限

市場開拓戦略 多角化戦略

図1 成長マトリクス

既存

新規
市場
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B 課長は、ヘアケア事業の立上げの提案を盛り込んだ中期事業計画を経営層に報告

したところ、具体的な検討を更に進めるよう指示を受けた。

設問1 [D社の成長戦略の振返り〕について答えよ。

(1) 本文中の下線①について,D 社が過去にこれらの戦略を用いて事業を拡張

させてきた内部環境上の最も重要な成功要因は何か。本文中の字句を用いて

15 字以内で答えよ。

(2) 本文中の a に入れる適切な字句を5字以内で答えよ。

設問2 〔成長戦略策定のための環境分析とクロス SWOT 分析] について答えよ。

(1) 本文中の b

選び、記号で答えよ。

解答群

ア機会 イ脅威

C に入れる適切な字句を解答群の中から

ウ 強み エ弱み

(2) 本文中の下線②について、戦略策定チームが行ったクロス SWOT 分析におけ

る再生医療事業を導く戦略を、本文中の“外部環境”及び“内部環境”に記

載された字句を用いて35字以内で答えよ。

設問3 〔多角化戦略の検討] について答えよ。

(1) 本文中の下線③について、D 社がヘアケア事業を立ち上げて多角化する戦

略はどれか。適切なものを解答群の中から選び、記号で答えよ。

解答群

ア 集成型多角化戦略

ウ 垂直型多角化戦略

イ 集中型多角化戰略

工 水平型多角化戦略

(2) 本文中の下線④について、多角化戦略は、D 社の安定成長の実現に対して

どのような点で寄与できるか。30字以内で答えよ。

(3) 本文中の dに入れる既存事業の再編の施策を 15 字以内で答えよ。

(4) 本文中の下線⑤について、戦略策定チームは内部調達ではなく外部から補

うことでどのようなメリットを期待したか。本文中の字句を用いて 10 字以内

で答えよ。
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